
友達を意識しながら楽しく園生活を送るようになる幼児の育成
ー観察や記録写真、教師間の情報等を基にした幼児理解を通してー
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幼児の実態
・様々なことへ興味・関心を抱いていたり、自分の好きな遊びに集
中して取り組んだりする幼児が多い。
・自分の思い通りにならないことがあったり、友達に思いを伝えた
いが伝わらなかったりする経験をしている。

教師の願い
・周囲の友達に目を向けてほしい。
・友達にも思いがあることに気付いてほしい。
・自分の思いを、相手に分かるように伝えら
れるようになってほしい。

段ボールで、
何をしている
んだろう。

僕も段ボール
ロボになった
よ。一緒って
嬉しいな。

手立て１ 幼児理解のための情報収集（保育中の観察・写真、他の教師等からの情報）
・情報収集の視点：幼児が何に関心を抱いているのか、何をおもしろいと感じているのか
・情報収集の場 ：保育中、毎日の保育終了後

手立て２ 収集した情報の記録と考察
・収集した情報 → 日案や個別の記録簿等に記録・整理し、考察する
・考 察 → 翌日の環境の構成を工夫する

その後の様子

D児は、友達と一緒に段ボールロボになって
遊んだことが楽しかったことから、友達を意
識するようになってきた。

課
題

○写真や他の教師からの情報によって、保育中には把握できなかった幼児の姿の意味や内面を知ることが
できた。

○収集した情報を日案や記録簿等に整理し考察したことで、より細かく幼児の実態把握ができ、幼児の興
味・関心を探ったり変容を見取ったりするために有効であった。

○情報収集と他の教師との連携を密に図るための時間や場の確保が必要である。また、収集した情報を基
に行った幼児の見取りや環境の構成、援助が適切であったか、教師間で考察や実践結果について共有し
ていけるとよい。

成
果

事例１ かっこいいギターを作りたい

C児：ギター、かっ
こよかった！

A児は、自分が最後まで作り上げたことを認め
てもらったり、友達の優しさに触れたりするこ
とがで、友達と関わることの楽しさを感じるこ
とがきた。

その日の学級での振り返りの時間

B児に教え
てもらおう
か。

先生、どうやっ
たら、輪ゴムが
取れないように
付けられるかな。

E児の遊んで
いることに興
味をもったの
かな。段ボー
ルを渡してみ
よう。

A児：輪ゴムの付け方を教え
てもらえて嬉しかった。

ゴムが付かない
んだよ。

やってみるよ。
教えてくれて
ありがとう！

ここを、
テープで止
めればいい
んじゃない。

情報収集 Ａ児は、自分の思いや考えをもって
いる。困ったときには、教師を頼るこ
とが多い。 （観察・教師間の情報）

考 察 自分の思いを伝えたり相手の思いを
聞いたりして、折り合いを付ける経験
をしてほしい。そのために、友達との
関わりをつなぐ援助が必要！

情報収集 Ｄ児は、一人で遊ぶことが多く、教師
との関わりを好む。

（観察・写真・教師間の情報）
考 察 教師と関わることで、気持ちが安定す

ることが多い。そのために、教師との
信頼関係の基、友達との関わりがもて
るような援助が必要！

事例２ 段ボールロボットに、僕もなりたい

片付けの時間に、D児は、E児が何をしているか気にし
ていた。Ｅ児は当番のため、給食の準備をしていた。
D児：給食のとき、隣に座ってもいい？Ｅ児：いいよ！


